新生児に於ける循環系の障害とその診断に関する研究 第1部 基礎的研究 第2部 先天心疾患の診断とその予後 by 大久保 黎子
新生児に於ける循環系の障害とその診断に関する研
究 第1部 基礎的研究 第2部 先天心疾患の診断とそ
の予後
著者 大久保 黎子
号 656
発行年 1970
URL http://hdl.handle.net/10097/18902
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
むかくぼれいこ
 大久保黎子(栃木県)
医学博士
 医第656号
 昭和45年12月9日
 学位規則第5.条彫項該当
 昭和33年3月
関西医科大学卒業
 新生児に於ける循環系の障害とその診断に関
 する研究
 第1部基礎的研究
 第2部先天心疾患の診断とその予後
 (主査)
 論文審査委員教授鈴・木雅洲
授
授
教
教
荒川雅男
中村隆
論文 内
容要
巳
日
 第1部基礎的研究
 近年新生児期の循壌系の適応障害並びに先天心疾患の診断に関する問題が重視されて来たが,生
 理的変動の激しいこの時期に心疾患の診断を下すことは必ずしも容易ではない。ことに先天心疾患
 に関しては,新生児期がなほ疾患の形成期とも言えるため種々の問題がある。かかる観点から著者
 は新生児期の循環系の障害に関する基礎的研究として。正常並びに異常児にむける心臓の理学的所
 見の経時的変化を追求した。打・聴診は客観性に乏しいと考えられているため,そ'の検討は少いが
 本法の血行力学に於ける情報量は非常に豊富である。したがって,その経時的変化の正常像をとら
 えることは新生児心疾患の診断上極めて重要な問題と考えられる。
 対象は昭和55年4月1日より56年7月50日までに東北大学医学部附属病院産婦人科で出生
 した新生児中よ)無差別に抽出した80例で.男女比は1:1,成熟児41例,未熟児39例であ
 った。又,このうち出生時及びその後の経過中に心肺系の異常症状を示すもの(症状あり群と記述)
 は29例で,症状を示さないもの(症状なし群)は51例であった。理学的所見としては,'ら舶数,
 不整脈.チ了ノ一世,呼吸異常,浮腫などに留意すると共に心音界,心音の性質〔大きさ,高さ)
 並びに異常の有無,第皿音.心房音の有無,第五肺動脈音,心音最強点,心雑音の性質などについ
 て観察した。経過観察は,出生当日(0日)より8日.更に間を置いて14日まで行った。
 成績を要約すると次の如くである。(1}O拍数は出生時121/minで.第1日目に減少し.日数
 の経過と共に増加の傾向を示し.第2週目より減少する。未熟児では成熟児よりやや低値を示す。
 (21不整脈は19缶に認められ編(5}O濁音界は'症状なし群げでは生後4日以後"拡大なし〃と
 4左方拡大"がほぼ同率に認められたが.虚症状あり群4では大多数に両側拡大が観察期間を通じ
 て認められた。(41心音の最強点は∬症状なし群βでは心尖部,第N肋間胸骨左縁に存するものが多
 いが.ガ症状あり群ダでは時間の経過と共に第五肋間の高さに移行するものが認められた。(51第五
 肺動脈音は,未熟児,'症状あり群'では亢進の傾向にあった。(6》O雑音は80例甲51例(658
 僑)に聴取され,その多く(94%)はLevi且el～狂度に属した。未熟児,'症状あり群'では
 心雑音の頻度が高く,長期間にわたって残るものが少くなかった。(7、経時的観察で明らかに右心優
 勢か.ら左心優勢への移行を思わせる変化が,生後3～4日にみられるものが多かった。〔8)未熟児の
 成熟児に対する差は明らかで,何らかの未熟性の存在が十分考慮されうる。まえ児の異常症状の占
 める影響は大きく,適応障害にかける意義を見逃すことは出来ない。
 第2部先天心疾患の診断とその予後
 新生児の心疾患に価値が見出されて来た今日,新生児を扱う立場にある産科医にとって心奇形は
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 緊急の判断を要する疾患となった。しかしながら・この時期には生理的短絡.心雑音.チアノーゼ
 がしばしば認められ,正常像も日々変化する牝め,新生児期の先天心疾患の診断は容易ではない。
 新生児心奇形の診断は一定の基準の下に速かに整理さるべき重要な疾患群で,多くの研究者によウ
 さまざまの検討がなざれているが.“質したサンプルよりの長期間の検討が少ない。よって著者は
 或為期間を限って同一施設で出生した新生児を一様に同一の方法と判断基準で観察し・見出された
 先天心疾患の疑のある新生児について長期間にわπる経過観察と了後追及を行ない.新生児期の心
 奇形診断上の問題点について検討を行った。
 対象は昭和55年4月より56年7月までの1年4ヵ月間に東北大学医学部附属病院産婦人科に
 からて嵐生した、200例で.生後1週以内に打・聴診を行い.抽出し1ヒ心疾患の疑児11例につ
 いて更に10年間にわたり経過観察を行った。生後1週以内に心疾患の疑⊂)あるものを抽出する操
 作は〔D異常症状の有無.(ii軸部理学的検査によ外その後彎要に応じて心電図、心音図.レ線学的
 検査などを行った。予後調査は主な時期によサ,(a腿院後よ,引き続いて1年以内に数回,(bj5年
 目の精検と調査,(c)10年目の調査り・の5期に区分することが出来る。
 成績を要約すると次の如くである。〔11対象、200例中.心疾患の疑の卦かれたもの像1例(■
 `0.92勇)で.調律異常を示しπもの2例.心奇形を疑ったもの10例(1例は重複)であった。
 切生下時体重の平均は2,585伊で,未熟児5例.2.500～30009δ例.成熟児2例のみで
 あっπo(戯し奇形10例の新生児期の診断は動脈管開存1例,大動脈狭窄兼二腔心1触心室中隔
 欠損5例(うち1例は∬u■lot四散症,1例は肺動脈狭窄の合併),心房中隔欠損1例.先天心
 疾患の疑2例であった。(4、11例中剖検4例,手術5例(うち1例は剖検と重複)で.最終診断は
 心室中隔欠損2例.=腔心兼大動脈狭窄1例,心室中隔欠損兼肺動脈狭窄症1例,動脈管開存兼肺
 動脈狭窄症1例.肺動脈狭窄+心室並びに心房中隔欠損+大動脈狭窄1例,動脈管開存又は心室中
 隔欠損兼大動脈弁閉鎖不全の疑1例,先天心疾患の疑1例,不明1例.所見の消失2例であった。
 (5)診断の中で心室中隔欠損が多(,大血管転位,左心形成不全症候群の見られない点が目立つ7ヒ。
 (6)診断上とくに有用であったものは,チアノーゼ,心雑音,心音図と補助的な意味での心電図であ
 っπo(71非短絡性疾患の頻度の少い点より,呼吸不全,心電図,胸部レ線検査の組合せも検討さる
 べきであろう。(8}診断の確定した7例中合併心奇形が5例に認めうれ.これが新生児期に於ける診
 断の確定を困難にしていた一つの原因であった。
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 審査結果の要旨i:
1
卜
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 第1部基礎的研究;近年新生児期の循環系の適応障害並びに先天心縮の診獣蹴る闘がi
 重視されて来たが,この時期は生理的変動が激しく,なお先天心疾患の形成期にあるとも言えるた1
 め診断は容易でなく,研究者の間に種々の問題を残している。著者はまず,心雑音以外ほとんどな1.
ト
 されていない心の理学的所見に関して,正常並びに異常児における経時的変化を追求した。対象は当科出生のll
 新生児8・例(成熟児4・例・未熟児39倒励肺系の異常症状なし群5・例,あり群29例で!
 ある。検討項目は1)心拍数の変動,2)不整脈の頻度,・3)心濁音界の変動,最強点の変化,第
 
 二肺動脈音の性状,心雑音の聴取などで,これらの経時的観察により右心優勢から左心優勢への移・
 行を思わせる変化が生后3～4日にみられたのが特徴的である。心雑音は63.8%に聴取され,未1
 熟児,症状あp群では心雑音の頻度が高く,長期間残るものがあった。以上新生児の適応時期にお1
 ける心の各種理学的所見の変化を明かにし,適応障害症状の合併例にはその変化がおくれることを一
 認めた。
 第2部先天心疾患の診断とその予后 !
 新生児の先天心疾患の診断は,一定の基準の下に速かに整理さるべき重要な疾患群であるにも拘…
 らず,一貫したサンプルよりの長期間の検討は少い。著者は同一施設で,1.4年間に出生した児を
 同一の判定基準で観察し,心疾患の疑のある児について10年間にわたる観察を行なった。対象に
 ついて生后一週間以内に打,聴診を行い,そのうち異常を示すものに心電図,心音図,レ線撮影に
 よる検討を行なった。その結果は1)心疾患の疑児は,11/1200で,調律異常2例,心奇形10
 例(1例は重複)であった。2)心奇形10例は新生児期にはVSD5例(FaI・t叉はPSの
 合併各1例),PDA,二腔心+大動脈按窄,ASD,疑2例を見出した。3)10年后,手術,
 剖検,予后追求の結果は,二腔心+大動脈按窄,VSD,VSD+PS,PDA+PS,PS+
 ASD十VSD+大動脈按窄,PDA叉はVSD+大動脈弁閉鎖不全の疑で,所見の消失2/11で'
 あった。3)心奇形は一般に非成熟児に多かった。4)診断上有用な所見は,チアノーゼ,心雑音,一
 心音図,補助的に心電図であったが,呼吸不全に関する検討も重視すべきであることが示唆された。i
 6)確定診断7例中合併心奇形が5例あり,新生児期の診断の困難性を示唆していた。
 以上,新生児の適応時期における心所見の経時的変化像を確立して心疾患診断の基準を作り,そi
 れによって先天心疾患を高頻度に見出し長期間追求を試みたことは,これまでの報告にはなく,学i…
 位授与の価直ありと考える。l
t
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